IT企業Z社　システム部インフラ：Gさん（W社PJメンバ）
14日：午後：惨事後MTG
15日：午後：全体説明
＊聞かれて下記にないことは、自由に創作してください。
＊誤字脱字があると思いますが、つじつまを合わせてもらって構わないです。
＊また書いてあることと違っていてもOKです。他のチームのCL役と違っていても全く問題ないです。

CL像
　　４５歳　男性/女性　独身・家族と同居
　　Z社　勤続２３年　
　　通勤時間　４５分　残業月３０時間程度
　　　※W社のPJでは、インフラ関係を担当しており、PJ開始時は忙しかったが、今はそこまで忙しくない。
　　　　　別のPJにも参加しており、定例会議の参加や、問題があるときのみ対応している。

Ａさんとの関係性：Aさんとは今回初めてPJで仕事をした。PJ内でもあまり接点はない 

Aさんのことで知っていること

・W社PJには最初から参加していた。当初、システム2課からはMさんが参画していたが進行がうまくいかず、その後Aさんが追加で参加。技術力に定評があると聞いており、実際、Aさんの参画後は少しずつ要件がまとまり、PJが回りはじめていた。

・Aさんは寡黙な印象だったが、今年1月頃、PJ室でメンバを怒鳴っている姿を見たことがある。驚いたが、開発が思うように進んでいなかったので、「誰でもイライラするよな…」と思った。

・8月中旬、Aさんが9月以降PJから外れると聞いた。理由についてはB部長から「他のPJの都合とAさんの体調が…」と曖昧に説明された。実際の体調は分からないが、その週は鼻をかむ姿をよく見かけ、「鼻水が止まらない」と本人も言っており、風邪気味だったのかもしれない。

当日の出来事
8月２９日（金）
通常通り勤務。
この日のW社会議にはネットワーク担当のHさんが同行予定だったが、急遽参加できなくなった。揉めている案件があったため不安を感じたが、夕方、C課長から「会議は無事終了し、今後大きな変更はない」と連絡があり安心した。
９月１日（月）
9:00～PJ定例会議（毎日）。
会議冒頭で、B部長からAさんの訃報が報告された（死因については触れられなかった）。「やはり病気だったのか？」と感じたが、C課長の様子がおかしく、「何かあったのでは…」と思った。
会議後、Hさんが「自分が29日の会議に参加していたらAさんの負担が減ったのかな…」とつぶやいていた。Hさんが自分を責めているように聞こえたが、「関係ないのでは」と思った。

９月３日（水）
通夜に参列。
通夜の後、駐車場で、Aさんの家族とB部長、C課長が会話している様子を見かけた。
ご遺族からなにか責められているような感じだったので、大丈夫なのかと感じた。

９月４日（木）
告別式は、業務対応があり不参加。

＜反応＞
当初： 眠れない、途中で目が覚めることが増えた。Ａさんのことも考えてしまうこともあったが、どちらかというと友人のことを考えている。食欲もあまりない。
これまでは、ＰＪ室に時々顔をだしていたが、定例会以外は、なんとなく顔をだしていない。
　
今気になっているところ

・PJについて
Aさんがいなくなり、「自殺ではないか」という噂も耳にした。今の体制でやっていけるのか不安。特にC課長の元気がなく、また同じようなことが起きるのではないかと心配している。
・友人の死について
半年前に、学生時代からの親友を癌で亡くした。月1で会っていた仲で、亡くなる3か月前に末期癌と判明。すでに治療はできず、急速に衰えていった。
「突然、人は死んでしまう」と痛感した。今回のAさんの件でも、「もっとできることがあったのではないか」と後悔している。自分自身も「いつ死ぬか分からない」と考えるようになった。
・将来について
Aさんとは年齢も近い。このまま働き続ければ、自分も同じようになるのではないか。もしそうなったとき、会社は補償してくれるのか。訴訟になれば会社は大丈夫なのか…。
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